清 次郎の 家の 黒い 門の 前に 来る と、 平 三 は 煮干の 小 

肴 を 五六 尾 ほど 道路へ 投げ出した。 そして、 ジョンが 

それ を 食って いる 間に、 平 三 は 十五 六 間 も 先へ 走って 

行った。 

まげ 

「e し ！ feu ！ -5 ！ feu ！ -5 ！ feu ！ | 

_ tR ソ 牙 ソ ラソ 牙 ソ ラソ 牙ノ し 

平 三 はそう ジ ョ ンを 高声に 呼んだ。 彼はジ ョ ンが自 

分の 前に 来る と、 そこへ 煮干の 小 肴 を 投げ出し ておい 

て、 今 来た 路を 逆戻りした。 そして、 反対の 方から ま 

た ジョン を 新しい 名で 呼んだ。 

「らし ！ らし ！ -5 ！ feu ！ 15 ！ ！ | 

一 ヌノ ヌノ ヌノ ヌノ ヌノ ヌノ し 

平 三 は、 ジョンが 来る と 煮干 を 投げて 置いて は、 ま 



た 引き返した。 彼 は 何度も 繰り返した。 平 三と ジョン 

は、 清 次郎の 家の 前 を 幾度 も 往復した。 

「平 三 氏！ 大概に しねえ か？」 

禿 頭の 清 次郎が 真っ赤に なって 出て 来た。 

「俺と この 犬め、 すっかり 頭が 禿げて ね。 ジョンより 

呼びい いから 『禿げ』 と、 名を改 えんべ と 思って …… 

feu ！ feu ！ feb ！ | 

ヌノ ヌノ ヌノ 」 

「うむ。 なん ぼで も 言う さ。 貴様 も、 そうなる ように 

たけこ ま 

竹 駒 様 を 祈って やる から。 それ だって、 俺が 祈った か 

ら そんなに なつたん だ ご 

「竹 駒？ 白狐に、 大切な 人間の 頭 を、 赤 禿げに され 



る ^ 

は その 奇蹟 を 部落 中に 流布した。 彼女 は 人間の 願い を 

竹 駒 稲荷 大明 神に 伝え、 大明 神の 言葉 を 人間に 受け 次 

いで やる と言うの だった。 

にぎわ 

祠は 急に 賑 い 出した。 或る 農婦の、 一 昼夜 も 断続 

していた 胃痙攣が、 その 御供 物の 一 つの 菓子で ぴ つた 

りと 止んだ からだった。 そして 森の 中には 白い 二 本の 

大 旗が 立った。 礼拝の 人々 は 絶えない ほどに なって 

行った。 緑の 林の 中に、 赤、 白、 青、 黄、 紫の 五色の 

ひるがえ こがねいろ ぎほう じゅ 

旗が 翻 り、 祠の 屋根に 黄金色の 擬宝珠が 夕陽 をう け 

さいせん 

て 光り 出した。 そして 賽銭が 祠 守りの 生活 を 十分に 保 

証し、 山林 や 田畑 を 寄進す る 地主 さえあった。 



部落に 移り 住んで 開業して 以来、 極めて 流行らな 

かった 湯 沢 医者 は、 最も 科学的な 自分の 職業 を 捨てて、 

最も 非科学的な 女房 の 職業の 下に 寄食す る ことにな つ 

たのだった。 彼 は 彼女と 一緒に、 昔の 湯 沢 医院 を 捨て 

て祠の 前に 移リ 住んで 行った。 そして 彼 は、 その 豪壮 

な 新 邸宅です る - J ともなく 手持ち無沙汰に 暮らして い 

た。 

にぎわ 

竹 駒 稲荷 大明 神の 祠は 益々 賑 つて 行った。 あの 獵 

ひとしお 

犬 ジョンが 死んで 以来、 一入 〔# 二 入」 は 底本で は 二 

あお 

人 匕 部落の 人気 を 煽った。 そして 不思議に、 彼等 は 礼 

拝と 賽銭と によって その 病気から 解放され るの だった。 



に 身体 を 打ち付けた。 

「なんだ え！ あんな 禿 頭に 祈られた からって、 俺ん 

とこの 犬 を 殺 しゃがって。 糞垂 稲荷め！ お宮 も 何も 

敲き 壊して やる から ご 

彼 は 掌 でばた ばた と 鳥居の 柱を敲 きながら 矢 鰭に 

ばり ざんぼう 

身体 を も 打ち付けた。 打ち付け 打ち付け 罵詈 讒謗 を 極 

めて 見た が 鳥居 は 動かな か つ た。 

ばち 

「なんとい うこと をす る だね？ そんな ことす ると 罰 

が 当たります ぜ。 おまえさん。 大明 神の 顕然な の を 知 

りな さらん のかね？」 

ほこら ひげ しご 

祠の 前に did んで いる 湯 沢 医者が、 髯を 扱きながら 



きとう きえん 

原 平 三 を 憎んでの 祈禱を 機縁と して、 藤 原 平 三の 獵犬 

ジョンの 頭 を 硫酸に て 焼き、 約 二週間の 後に は、 黄燐 

を 塗 つ た 肉片 を 与えて その 獵犬を 死に 到らし めるな ど 

一 つと して、 神 を 信ずる という 迷信 を 遠ざけよ うとし 

た 手段と は 思われな いご 

「最早、 医術の 力 を 説いても 無駄 だと 思った からで 御 

座い ました。 神の 力 だけ を 信じて いる 農村の 病患 者 を 

おく もつ みき 

救う に は、 竹 駒 稲荷 大明 神の 御供 物、 お神酒と 言って 

医薬 を 施す ょリ他 に は 途が ない ものと 思った からで 御 

£ 1> ま す 」 

「 そうで は あるまい！ 被告 は 一 度と して 貧しい 



ほこら こんりゅう 

竹 駒 稲荷の 祠を 建立した もので はない。 藤 原 平 三に、 

重 クロム 酸 加里 を 混入せ る 酒 を 呑ま しめたる こと も、 

自分の 利得の ための 殺人と して 情状酌量の 余地な し。 」 
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